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概要：中国の図書館の発展過程について歴史的考察を行った。図書館は社会や文化の構成要素であり，
社会の進歩，政治や経済の変革，文化及び思想の発展と密接な関係があると思う。古代はもちろん，現
代でも蔵書は常に政治的目的に利用された。現代の中国を例として，中国図書館界の思想的基盤，つま
り工作の内容は，「マルクス．レーニン主義と毛沢東思想を宣伝し，中国共産党と政府の政策．法令を宣
伝し，人民を共産主義と愛国主義教育を実施する」ことと明記している。つまり，中国の図書館の設立
は民衆の意識ではなく，国の政治的な政策の一つだろう。古代「永楽大典」の編纂でもいいし，「四庫全
書」の編成でもいいし，これは中国史上に著名な大文化事業であると同時に，歴代の皇帝の政権を維持
にあったものの，文化の伝播と蓄積に功績があったことも否めないと思う。これも中国図書館発展の特
徴である。 
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１．序論 
 「知識が運命を変える」という中国の諺がある。
現代の人々の知識や読書に対する要求は大きな発
展すると思う。図書館は，精神的な文化生活を追
求するのに，最も適した場所である。つまり，図
書館は現代文明社会において，不可欠な文化機関
となり，世界の隅々に普及している。人類が進歩
し，生活の品質も改善されるにつれて，図書館事
業もますます発展し，機能も拡大していく。現在，
われわれが図書館に行くのは本を読むだけではな
く，情報，知識，知恵，教育を得るためである。 
 ところが，大阪市立大学の立派な学術情報総合
センターと違って，私の出身大学である北京連合
大学のキャンパスの中で，図書館は比較的に目立
たない存在である。実際に利用してみると，利用 
者と本の距離が遠く，親しみ難いと感じた。本を 
 
創造都市研究科修士課程都市情報学専攻 
知識情報研究分野(0011 年度入学予定) 
借りる場合，必ず「借書処」に行かないといけな
い。そして，自由に本を取るのも難しい。タイト
ルと番号を言うと，係りの人が書庫から持ち出し
てくれて，書庫は学生が絶対入ることができない。
もう一つは，中国と日本の図書分類法が違うと思
う。中国では，海外出版物と国内出版物と二つ分
けて，海外出版物の場合は日本と同じ十進法を使 
っているが，国内の場合はマルクス主義理論，自
然科学，社会科学などをアルファベットで表して
いる中国独特の分類法を使っている。分類法の違
いは，大体時代の産物であって，どちらがいいか
とはいえないと思う。 
 しかし，コンピュータで図書館を管理と利用す
ることは，中国ではまだ新しい物事だから，少な
くとも大学にはまだ広がっていない。書庫に入れ
ないまま一枚一枚目録を引いている学生の姿がい
つか消えるだろうか。私はそのために，日本の先
進的な図書館技術を勉強して，中国に導入できる
かどうかを研究したい。 
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 私はもともと図書館について興味がある。大学
院も日本と中国の図書館情報を勉強するつもりで
ある。本論文は，大学院の卒業論文の先行研究と
して，中国図書館について，できるだけ全面的か
つ系統的に中国図書館の全貌を把握できるように
論述している。 
 
２．中国の古代蔵書事業 
 中国の図書館は数千年の歴史を持って，また長
い伝統を誇っている。本章では，中国古代の蔵書
の変化を遂げた歴史的の筋道を追うとともに，中
国古代の蔵書事業に固有の特徴，および世界の文
化発展への貢献について検討する。 
 中国古代の蔵書の歴史はいくつのポイントがあ
ると思う。 
１．殷商時代の甲骨文字の出現 ２．秦の始皇帝
の焚書 ３．後漢の紙の発明と応用  
４．隋唐時代の官府蔵書の発達 ５．宋時代の印
刷術の発明 ６．明時代と清時代の大型叢書の編
纂 
 
 中国古代の蔵書事業とは 1911 年の辛亥革命以
前の伝統的な蔵書活動を指す。長期にわたる発展
と変遷のなかで，官府蔵書，私家蔵書，書院蔵書，
寺院蔵書という四大系列を形成し，壮大な蔵書事
業になった。古代の蔵書事業は中国図書館の発展
に大きな影響を与えるとされている。 
 中国で確認されている文献収蔵の歴史は，紀元
前１６世紀から紀元前 11 世紀の殷商時代に遡る。
殷商時代には亀の甲と獣の骨に刻まれたり書かれ
たりした文献が出現した。後代の人はそれを「甲
骨文」と呼ぶ。甲骨文は古代では，占い結果と大
事件を記録するために用いられていて，専門的な
収蔵場所と管理者が存在したことを確認されてい
る。その後主要な形態になっていた竹と木は大き
くて重く，使用不便であった。一方，絹織物で書
いた文献は軽くて使いやすかったが，しかし高価
で，貴重な文献しか使われないため，普及しなか
った。 
周時代に図書の所蔵業務を担当する役人は，通
称「史」と呼ばれていた。「史記」1)によると，道
家の創始者老子 2)が周時代の蔵室を管理する役人
だあると指摘されていた。そのため，一般的に現
代中国の図書館員は老子を中国史上で最古の図書
館長としている。 
 秦の始皇帝は中国を統一後，図書を広く収集し
た。それによって，官府蔵書は大きく発展したが，
始皇帝は政権の強化という政治目的から個人蔵書
を禁じた上で，不満を抱いた「知識人」である儒
生を厳しく弾圧し，213 年「禁書令」を公布した。
個人蔵書は秦時代に大きな打撃を受けたのである。 
 漢の武帝は蔵書の拡充政策を採用した結果，漢
の宮廷蔵書の規模は格段に大きくなった。そして
漢の成帝は劉向らに詔書を下し，国家収蔵の図書
の整理と校正を命じた。劉向は校書作業が一冊完
了するごとに，目次，校書の経緯，著作の概要，
参考価値を書き，皇帝に提出したものを「別録」
という本にまとめた。これは中国最初の提要目録
であった。 
 漢代に製紙技術が発明および改善されたことに
より，紙媒体の文献が生まれることになった。紙
は中国古代の四大発明の一つであって，木や竹を
薄くはいだものをつないだ古代の簡牍の歴史に終
止符を打ち，文化の伝播と発展に大いに役に立っ
た。中国偉大な発明である製紙技術は，人類が高
度な文明に向かう重要な契機となった。図書は一
般的に紙写本で，簡単に作ることができて流通も
便利だったため，図書の生産は急激に伸び，蔵書
楼の建設も進んだのである。 
 隋唐に入って，経済の繁栄と文化の隆盛を背景
として，蔵書事業の発展がこれまでを超えるもの
となった。蔵書規模の拡大，管理体制と思想によ
って，中国は写本の最盛期に入った。隋唐の時代
は蔵書の整理も重視していた。「経，史，子，集」
四種類を四部（庫）に分類するという四部分類法
の形成は隋代の蔵書整理の重要な成果であった。 
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 印刷術は中国古代の四大発明のもう一つとして，
蔵書事業の発展に大きな影響を与えた。世界文明
史における中国の活字印刷術の位置付けについて
は議論が絶えない。私は日本の大学で，グーテン
ベルクが 15 世紀に活字印刷術を創始したという
ことを聞いた。しかし，中国ではすでに 11 世紀に
活字印刷術が行われたという普通の認識がある。
早期活字印刷が行われていた証拠が少なかったた
め，中国が活字印刷術を創始したという事実を疑
問を投げかける研究者がいただろう。ともかく，
活字印刷は文明の進歩と文化の発展に大きな影響
を与えてきた。活字印刷の発展は，大量印刷が可
能となって，出版業が栄えて，個人蔵書の繁栄も
招いた。 
 明と清の時代は蔵書事業の最盛期である。その
時代の私家蔵書は社会に大きな影響を与え，活発
な学術研究によって私家蔵書楼は各地に普及した。
官府蔵書について，明の太祖朱元璋は元の時代の
蔵書をすべて南京に搬送させた。清朝の国家蔵書
の規模は明代より大きく，宮廷内外の十個所を越
える機関に収蔵された。明朝と清朝では，一番注
目されたのは大型叢書の編纂であると思う。中国
における最古で最大の百科全書といわれる「永楽
大典」は，明の永楽年間（1403～1408 年）に編纂
されて，残念なことは「永楽大典」は明代の後期
から散逸されて，現在では残本がわずかに残存す
るのみである。もう一つは清の乾隆に編纂された
「四庫全書」であると思う。「四庫全書」は中国古
代における最大の叢書であって，同時に「四庫全
書総目」も編纂され，書誌も加えられた。この「四
庫全書総目」は中国の二千年以上にわたる学術文
献の総括であり，目録学の集大成でもあると思う。 
 
３．中国の近代図書館 
 「中国の近代図書館」というのは，さまざまな
意味があると思う。自分の考えは，1841 年アヘン
戦争後から，1949 年中華人民共和国成立までの図
書館事業を指して用いられると思う。1840 年以後，
中国は欧米列強に国土を侵略され，封建的な蔵書
文化を崩壊の道をたどることになる。 
この歴史のなかで，以下のポイントがあると思
う。 
１．「洋務運動」による図書館の発展 ２．京師図
書館の設立 ３．図書館法の制定  
４．通俗図書館と巡回文庫の設立 ５．新図書館
運動 ６．戦争中の図書館保護  
７．解放区の図書館建設 
 
 西洋の図書館事情について最も早く知識を得た
のは清朝政府の洋務を主張した官僚である。彼ら
は西洋図書館の紹介や説明から発展して，具体的
な企画と建言に乗り出した。これらを当時の国家
の変革を切望する社会の気運と合致していた。
1896 年には日本語の「図書館」という言葉も導入
された。図書館の建設について，発表された文献
は非常に多く，社会的影響も極めて大きく，多く
の官僚の共感を呼び，清政府も重視した。1896 年，
清政府は，京師「北京」と１８の行省の都に大書
楼を建設という提案を採用した。1890 年代に各種
学会が繁栄し，維新思想を広めるために，その提
唱者の康有為と梁啓超により設立された強学会に
は「書蔵」が設けられ，一般の公衆に閲覧サービ
スを提供した。その後，1900 年代に入ると，一般
公開する蔵書楼の創設は一種の社会風潮になった。
要するに，当時の図書館は一般大衆に閲覧させる
という利点を中心にしたが，図書館をいかに運営
に管理するかについての知識人はまだ完全に認識
されてなかったと思う。 
 清政府は 1896 年に全国規模の図書館建設を計
画したが，実際に建設を始めたのは 1904 年のこと
であった。1908 年から 1911 年にかけて大多数の
省が図書館を完成させたのである。しかし各館の
格差が大きく，蔵書量も大きな差があった。京師
図書館の建設は 1909 年 9 月から始まったが，清王
朝の不安定な状態でずっと未完成なままで，1911
年の辛亥革命後，民国政府教育部は京師図書館を
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接収し管理した。１９１２年 8月２７日から正式
開館されて，当時の蔵書は 10 万冊であった。1928
年に国立北平図書館と名称を変更され，翌年８月
には北平北海図書館と合併し，国立北平図書館の
名を引き継いだ。1931 年 6 月の蔵書は 40 万冊を
超え，国内最大の規模を誇り，当時の最も先進的
な図書館の一つとなったと言われた。国家図書館
は全国図書館事業の中心であって，民国期に国家
級図書館とみなされ，民国政府教育部が直接管理
し，国家の書庫機能を果たすようになっていった。 
 歴代の王朝は蔵書機関を設置していたが，全国
的な専門的な図書館管理体系がなかった。1909 年
清政府が公布した「京師および各省図書館に共通
する定款」は中国最初の図書館法規である。この
規定の内容からみれば，サービス面に関連の規定
は少なく，当時の当時の図書館がサービスをそれ
ほど重視していないことを裏付けていると思う。 
 辛亥革命後，図書館建設の重点は基礎図書館に
転じ，普通の民衆に移行された。通俗図書館は一
般民衆に開放された図書館である。一体普通の図
書館と通俗図書館はどこが違うのか。自分の考え
では，まず，サービス面が違う。通俗図書館は無
料で入場できて，普通の図書館は適度に料金を徴
収している。次は，両方設立の根本的な目的が多
少に違うと思う。通俗図書館は民衆の閲覧を提供
するために，各種の図書を収蔵し，管理している。
普通の図書館の場合は，文献資料の保存を中心と
している。もう一つは，蔵書の種類も異なる。通
俗図書館の蔵書は理科，法制，小説，雑誌などに
分類されていって，そして，これらは大多数が新
刊書籍であるとされている。普通の図書館は古文
が多い，さらに経史などの古本が大多数に占める。
新書は非常に少ない。現在に役に立つ書籍はさら
に少ないといわれた。両者を比較すると，利用者
は通俗図書館を気軽に利用できて，通俗図書館は
大衆サービスを重視したため，当然ながら通俗図
書館は普通の図書館より魅力があり，利用者も多
いになった。通俗図書館は当時の図書館発展に一
定の推進役を果たしたと思う。巡回文庫は現在の
移動図書館に類似するもので，民国初期の政府部
門が推進した一般大衆向けの普及型図書館である。 
近代図書館は 1920 年代末から 1930 年代半ばに
かけて最盛期を迎えて，図書館事業の全面的発展
を目的とする新図書館運動が発生する。最初の図
書館事業の主導した人は，主に文献研究で有名な
文人であった。辛亥革命後，図書館学教育を受け
て，現代科学知識を有する帰国留学生が図書館事
業に参加して，図書館事業の発展に大きな影響を
もたらした。彼らの努力によって，1920 年代には
多様な図書館教育と図書館養成教育が展開された。
図書館専門教育と短期トレーニング・コースが盛
んでいった。それによって，近代図書館図書館の
普及に必要な社会基礎と十分な人材の確保になっ
た。1925 年 6 月 2日，図書館員の全国団体である
中華図書館協会が設立された。同年９月，同協会
は図書館教育委員会を設置し，毎年，大会におい
て図書館学教育について討議を行うこととした。
新図書館運動の成果から見れば，最も輝かしいの
は，各種の図書館数の急増であると思う。もう一
つは専門的な著作の発表に伴い，中国では図書館
への深い理解ができたと思う。 
1937 年から 1945 年までの日中戦争とその後の
四年間の国内戦争が続いていたので，中国の国力
が非常に弱いし，それは中国図書館の発展に大き
な影響を及ぼしたことは言うまでもない。しかし，
中国の図書館館員は生命の危険を冒して，知識の
宝庫である図書館を守った。彼らは書籍を戦火か
ら守るために，貴重な文献を奥地や安全な地に移
した。その時期に図書館事業は停滞な状態である。
解放区における図書館事業の発展は，革命思想の
宣伝をするために，大規模の基礎図書館が設立さ
れ，中華人民共和国成立後の図書館事業に直接的
な影響を与えたのである。 
 
４．中国の現代図書館 
 1949 年 10 月に中華人民共和国が成立し，図書
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館は新しい発展段階を迎える。改革開放政策の指
導の下に，特に最近の２０年間は目覚しい成果を
挙げている。本章は以下の方面から述べてみる。 
１．各種の図書館の壮大 ２．図書館法の発展 ３．
図書館教育発展 ４．ネットワーク時代の中国図書館 
 
 建国初期，蔵書や予算の不足，施設整備の遅れ，
管理者の経験不足，管理体制の不備など，その時の
図書館は新しい社会の要求にまったく対処できてい
なかった。そのために多くの命令を出している，1950
年中期は新中国の図書館事業が最初の高揚期を迎
え，1956 年に中国共産党中央委員会は「科学への
進軍」をよびかけた。同年７月，文化部は北京で第一
回全国図書館活動会議を開き，図書館の方針と任務
は科学研究の支援と人民へのサービスにあると明示
した。1956 年に社会主義建設「大躍進」が起こったた
め，図書館事業に一定の発展はあったものの，「大躍
進」と「極左」思想に影響されて不安定な状況にあっ
た。異常な高い図書館指標の追求が求められた。図
書館の基盤建設が無視されてしまった。 
 1966 年から 1975 年にわたる「文化大革命」は社会
主義の建設に重大な損害を与えただけでなく，図書
館事業も大きく破壊された。多くの図書館は閉館を強
いされたにとどまらず，大量の図書が紛失した。図書
館学部の学生募集も停止したのである。 
 改革開放政策によって，1978 年 12 月には教育部
は「中華科学院図書館情報活動暫定条例（草案）」を
制定し，1981 年 10 月に教育部は「中華人民共和国
大学図書館活動条例」を，さらに翌1982年12月には
文化部が「省（自治区，市）図書館活動条例」を公表
した。これらの条例は，研究図書館，大学図書館，公
共図書館という主要な三つの系統の図書館の発展に
大きな役割を果たしたのである。2006 年，調和社会
の全面的構築，科学的発展観の定着，創造型国家
の建設及び文化体制改革の深化という要求に基づき，
世界の図書館事業の動向を分析し，中国の図書館
事業の発展と国家図書館の現状を総合し，中国国家
図書館「十一五」計画要綱を制定した。1998 年に中
国大学教育文献保障システム（CALIS）の構築が始
まり，大学図書館はネットワーク整備と資源共有に大
きな成果をおさめたのである。2004 年には，CALIS
に参加したこの時期，政府の支持によって，中国の
図書館について，規模及びサービスの点で大きな進
歩があった。 
 図書館関連の法律について，全国の図書館事業に
関するもので，1978 年国家文化財事業管理局が作
成した「省（自治区，市）図書館活動条例」を基礎とし
た。1982 年には，文化財事業を発展させる法的根拠
になる文化遺産の保護に関する法律である「文物保
護法」が公布した。それに加えて，1990 年法律上で
著作権の帰属問題及びそれにより生成された権利と
義務関係を規定した「著作権法」も公布された。しか
し，正式的な図書館法は中国にまだない。 
 1949 年中国成立によって，社会的，政治的に安定
し，図書館学教育に大きな進展が見られた。図書館
教育は旧中国が残した図書館学専修科と短期トレー
ニング・コースの接収と改良し，次第に発展していっ
た。1956 年，北京大学と武漢大学は図書館学部を設
置した。1964 年北京大学図書館学部は修士課程の
院生募集を開始した。ところが，文化大革命の時期
に一連の政治運動，特に文化大革命の影響をうけて，
図書館教育は 6 年間にわたって停滞した。1978 年に
最初の全国大学統一入学試験が実施され，図書館
教育は正常な軌道に回復することになった。しかし，
先進諸国に比べると，質的も量的にもかなり遅れてし
まった。1970 年代末頃から，図書館学専攻以外に情
報学科も開設されるようになった。そのため，多くの大
学はその名称を図書館学系から図書館学情報系に
変更したのであった。中国における図書館情報学の
主要な教育形態について，高等専門教育の博士教
育，修士教育と大学学部教育であり，中等専門教育
の専門学校教育である。教員の養成や学習設備など
の条件が改善されるにつれて，人材育成と科学研究
の成果は良好になってきている。 
 20 世紀 90 年代のインターネットの出現及び急速な
発展は情報化社会において一つの革命的な重大な
73
衝撃である。９０年代中期に世界的にインターネット
が普及し始めた頃，中国政府はハイテク領域で先進
国を負けないために，情報高速ハイウェイ計画を実
施した。そして，各大学 LAN を WAN とし，デジタル
図書館の研究開発が大きな一歩を踏み出した。中国
デジタル図書館のデジタル資源構築の基本原則は，
まず体表的な中国語全文データベースの収集するこ
と。次に，甲骨文，拓本，年画，敦煌文献のような中
国の歴史や文化を体表する資料のデジタル化するこ
と。ウェブページの収集と統合を重視し，大きな事件
や特定のテーマの収集すること。中国デジタル図書
館発展のなかで，一番注目されたのは，中国大学教
育文献保障システム（CALIS）であると思う。CALIS
というのは，国務院が承認した「２１１プロジェクト」の
大学図書館を会員機関として一連の国内外文献デ
ータベースを確立し，オンライン協同目録システム，
オンライン公共目録検索（OPAC）システム，図書館
間の相互貸出と文献転送システムを形成した情報資
源サービス．ネットワークのである。このプロジェクトは
大学図書館のサービス向上に大きな役割を果たし
た。 
 
５．結論：中国図書館の思想基盤について 
 今までの研究によって，私は一番印象が深いのは，
社会の発展と図書館の関係である。図書館は社会や
文化の構成要素であり，社会の進歩，政治や経済の
変革，文化及び思想の発展と密接な関係があると思
う。古代はもちろん，現代でも蔵書は常に政治的目的
に利用された。現代の中国を例として，中国図書館
界の思想的基盤，つまり工作の内容は，「マルクス．
レーニン主義と毛沢東思想を宣伝し，中国共産党と
政府の政策．法令を宣伝し，人民を共産主義と愛国
主義教育を実施する」ことと明記している。つまり，中
国の図書館の設立は民衆の意識ではなく，国の政治
的な政策の一つだろう。古代「永楽大典」の編纂でも
いいし，「四庫全書」の編成でもいいし，これは中国
史上に著名な大文化事業であると同時に，歴代の皇
帝の政権を維持にあったものの，文化の伝播と蓄積
に功績があったことも否めないと思う。これも中国図
書館発展の特徴である。そういえば，「通俗図書館」
の繁栄の原因は分かるようになった。通俗図書館は
庶民サービスをいっそう強調していたのである。これ
は「利用者本位」のことだろう。日本の場合はどうだろ
う。これは私今後の研究テーマになると思う。 
 
注 
1) 「史記」：二十四史の一，黄帝から前漢の武帝ま
でのことを記した紀伝体の史書。本紀 12 巻，世家 30
巻，列伝 70 巻，表 10 巻，書８巻，合計 130 巻。前漢
の司馬遷著。紀元前 91 年頃に完成。（広辞苑 第五
版 岩波書店） 
2) 老子：中国，春秋戦国時代の思想家。道家の祖。
史記によれば，姓は李，名は耳，字は聃または伯陽。
周の守蔵室（図書館）の書記官。（同上） 
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